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の農村労働力の移動者数は 1500 万人以上と推計され、21 世紀に入り、更に












ップ 500 企業の中で、300 以上の企業が四川省に直接投資、または子会社な









外への出稼ぎ労働者は 1117.27 万人であり、2011 年より 7.3％減尐した。省
内での農村労働者は省外への出稼ぎ労働者より 174.6 万人多くなった。第十
二次五カ年計画期14に、省内・省外農村の農民労働者の比率は 6：4 と予想さ





























































































































































































































研究」は 2007年 9 月に、四川省社会科学院経済研究所、成都市婦人協会の協
力を得て成都市郊外で調査をし、(2)2009年 2月に四川省の汉旺汶川地区，綿





































































































                                                             
（注） 


























































































































  図 1－2 中国の都市・農村の１人当たり所得格差（1978～2011年） 
 
（出所）中国国家統計局（2012年）『中国統計年鑑』334頁を用いて筆者が作成。 


















































































































































表 1－1 地域別都市部と農村部の収支出（2011年） 
単位：元 
  項目 東部地域 中部地域 西部地域 東北地域 
都市部 
１人当たり収入 29226.0 19868.2 19868.0 20163.2 
１人当たり支出 24197.4 12647.0 17492.8 18003.6 
農村部 
１人当たり収入 12495.3 8790.9 7854.7 13996.2 
１人当たり支出 10338.4 7558.3 7279.3 12707.1 
































図 1－4 中央政府による各地域への教育費用の配分（2011年） 
 











































































































6.39億人から 2000年の 7.12億人まで増加し、2011年には 7.6億人になり、そ
のうち都市部就業労働者数は約 3.6億人であり、農村労働者は 2010年より 1055
26 
 










であり、同年の労働者数は 7.6 億人であり、労働者参加率は 79.9％であった。
2000年においては、就業可能な年齢に入った人口は 1940万人であり、同年の労














図 1－5 1991～2011年中国就業弾力性係数の変化 
 






表 1－2 都市・農村別、産業別就業者およびその構成の推移 
            単位：万人、％ 
年 
都市部 農村部 第一次産業 第二次産業 第三次産業 
人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 
1990 17041 26.3  47708 73.7  38914 60.1 13856 21.4 11979 18.5 
1991 17465 26.7  48026 73.3  39098 59.7 14015 21.4 12378 18.9 
1992 17861 27.0  48291 73.0  38699 58.5 14355 21.7 13098 19.8 
1993 18262 27.3  48546 72.7  37680 56.4 14965 22.4 14163 21.2 
1994 18653 27.7  48802 72.4  36628 54.3 15312 22.7 15515 23.0 
1995 19040 28.0  49025 72.0  35530 52.2 15655 23.0 16880 24.8 
1996 19922 28.9  49028 71.1  34820 50.5 16203 23.5 17927 26.0 
1997 20781 29.8  49039 70.2  34840 49.9 16547 23.7 18432 26.4 













1999 22412 31.4  48982 68.6  35768 50.1 16421 23.0 19205 26.9 
2000 23151 32.1  48934 67.9  36043 50.0 16219 22.5 19823 27.5 
2001 24123 33.1  48674 66.9  36399 50.0 16234 22.3 20165 27.7 
2002 25159 34.3  48121 65.7  36640 50.0 15682 21.4 20958 28.6 
2003 26230 35.6  47506 64.4  36204 49.1 15927 21.6 21605 29.3 
2004 27293 36.8  46971 63.3  34830 46.9 16709 22.5 22725 30.6 
2005 28389 38.0  46258 62.0  33442 44.8 17766 23.8 23439 31.4 
2006 29630 39.5  45348 60.5  31941 42.6 18894 25.2 24143 32.2 
2007 30953 41.1  44368 58.9  30731 40.8 20186 26.8 24404 32.4 
2008 32103 42.5  43461 57.5  29923 39.6 20553 27.2 25087 33.2 
2009 33322 43.9  42506 56.1  28890 38.1 21080 27.8 25857 34.1 
2010 34687 45.6  41418 54.4  27931 36.7 21842 28.7 26332 34.6 
2011 35914 47.0  40506 53.0  26594 34.8 22544 29.5 27282 35.7 
（出所）中国国家統計局（2012年）『中国統計年鑑』の表 4—3を用いて筆者が作成。 
1、表 1－2により、都市・農村就業構造を分析すると、都市の就業者比率が
毎年上昇しており、1990年の 26.32％から 2000年の 32.12％までに上昇し、さ
らに、2011年に、47％までに上昇した。それに対して、農村の就業者比率は減





























































































































表 1－3 四川省農村就業者数および産業別構成（2006年） 
 就業者数（万人） 第一次産業(%) 第二次産業(%) 第三次産業(%) 






















表 1－4と表 1－5を参照） 









男性 女性 20歳以下 21-30歳 31-40歳 41-50歳 51歳以上 
 1,285 61.7 38.3 13.5 31.3 38.7 12.0 4.6 
 
最終学歴別構成(%) 
非識字 小卒 中卒 高卒 専門学校卒以上 
 0.8 23.9 69.9 6.7 0.7 
(出所) 四川省農村労働力資源開発研究会（2009年）「金融危機背景下的四川農村労働力就
業問題研究」の表 3を参照。 





第一次産業(%) 第二次産業(%) 第三次産業(%) 
































2003年 765.8 3255.8 23.5 
2004年 872.6 3805.0 22.9 
2005年 954.9 4158.2 23.0 
2006年 1219.5 4342.8 28.1 









































































































































Todaroの期待所得最大化仮説（expected income maximization hypothesis）
（Todaro,1969；Harris and Todaro,1970;Todaro,1980）、Starkなど新しい労



























ijNB は純便益の合計、Y は便益、Cは移動費用、 rは割引率、 tは移動して





























る。すなわち、農村·都市間における労働移動の条件は ruu WWP  ＞0 （ uP は都




















 0V は農村都市間の期待純収入の現在価値、  tp は移動者が都市で仕事を見
付ける確率、  tYu は都市部門に雇用された場合の平均実質賃金、  tYr は農村
部門に留まった場合の平均賃金、  0C は移動に伴う費用、 rは割引率、 nは期





















































































の社会経済的特徴も考慮しなければならない（Bilsborrow et al.,1984 ）。諸
要因間の関係は図2－1のように表すことができる。 
図2－1 移動を選択する諸要因間の関係 















 jijijij CHPFM ,, 。ただし、 ijM は jコミュニティにおける i人の
46 
 
移出または移入の確率、 ijP は個人の属性または特徴、 ijH は世帯の属性または









































































































































ijMR は i省から j省への流出率、または j省から i省の流入率、 1X は1人当た
り総生産、 2X は経済成長率、 3X は非農業就業者の増加率、 4X は都市部にお
ける非国有部門従業者比率、 5X は都市部登録失業率、 ijX は省都間の鉄道距離、
6X は流出元と流入先の間に存在する人的つながりを示す変数、dummyHは





① 所得水準の高い地域ほど（ jX 1 ＞ iX1 ）、 i地域から j地域への人口移動
率は高いが、逆方向の人口移動率は低い。地域間の所得格差が人口移動を引き
起こす重要な条件である。 
② 経済成長率の高い地域ほど（ jX 2 ＞ iX 2 ）、あるいは、非農業就業者の
増加率が高い地域ほど（ jX 3 ＞ iX 3 ）、i地域から j地域への人口移動率は高いが、
逆方向の人口移動率は低い。 
③ 都市部における非国有部門従業者比率の高い地域ほど（ jX 4 ＞ iX 4 ）、i
地域から j地域への人口移動率は高いが、逆方向の人口移動率は低い傾向を示
す。 






























































①  主婦の有業率は世帯の所得水準が低いほど高い。 



































































































































  就職先地域 
出身地   直轄市 東部地域 中部地域 西部地域 合計 
直轄市 
度数（人）    63             
95.5 
3 0 0 66 
割合（％） 4.5 0.0 0.0 100.0 
東部地域 
度数（人） 52 158 
74.2 
3 0 213 
割合（％） 24.4 1.4 0.0 100.0 
中部地域 
度数（人） 24 13    30    
44.1 
1 68 
割合（％） 35.2 19.1 1.5 100.0 
西部地域 
度数（人） 20 12 0 22 
40.7 
54 
割合（％） 37.0 22.2 0.0 100.0 
合計 
度数（人） 159 186 33 23 401 

































































                                                     
(注) 
1 Lewis,W.A.(1954) “Economic Development with Unlimited Supplies of Labour”, 
Manchester School of Economic and Social Studies, May 22(2), PP.91-139を参照。 
2 Sjaastad, Larry. A.(1962) “The Costs and Returns of Human Migration”, Journal 
of Political Economy, 70(5), PP.80-93 を参照。 
3 Todaro, M.P. (1980) “ Internal migration in developing countries: A survey.” 
in Population and economic change in developing countries, In R.A. Easterlin, ed. 
London and Chicago:University of Chicago Press, Chicago, IL (1980), pp. 361-402
を参照。 
4 Stark,Oded and David E.Bloom(1985) “The New Economics of Labor Migration”、
The American Economic Review,75(2)を参照。 
5
  朱農（2004）『中国労働力流動与「三農」問題』PP．61-62を基に整理した。 
6 Lee E.S.(1966) “A theory of migration”,Demography 3(1),47-57.を参照。 
7 Bilsborrow，Richard E.,A.S.Oberai and Guy Standing(1984)Migration Surveys in Low 
Income Countries: Guidelines for Survey and Questionnaire Design, Croom Helm.
を参照。 
8 厳善平(2005)『中国の人口移動と民工』勁草書房を参照。 
9 2-2-2 までの内容は厳（2005）第１章を基に再整理した。 












































































































































































人数 比率 人数 比率 
3000元以下 55 15.0 87 17.5 
3000～5000元 110 30.0 181 36.4 
5000～7000元 73 19.9 83 16.7 

























































































































































      非農業に従事の確率     iii XXP  exp1exp1  ―――① 
      農業に従事の確率  ―――② 
①と②を連立して、次のような線形関数となる農業と非農業のロジットモデ
ルとなる。 















      
 
  ii XP exp110 
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表3－2 農業・非農業就業者別にみる基本統計量  
                            （単位：人、％） 
属性 
農業労働（881人） 非農業労働（1064人） 
人数 割合 人数 割合 
年齢 
30歳未満 150 17.0 218 20.5 
30～40歳 377 42.8 523 49.2 
40～50歳 292 33.1 281 26.4 
50歳以上 62 7.0 42 3.9 
学歴 
非識字 31 3.5 18 1.7 
小卒 245 27.8 184 17.3 
中卒 514 58.3 610 57.3 
高卒 81 9.2 176 16.5 
中専学校卒 8 0.9 32 3.0 
短大卒以上 2 0.2 44 4.1 
結婚状況 
未婚 11 1.2 35 3.3 
既婚 845 95.9 971 91.3 
その他 25 2.8 58 5.5 
子供数 
子供いない 23 2.6 65 6.1 
一人 674 76.5 877 82.4 
二人 156 17.7 111 10.4 
三人以上 27 3.1 8 0.8 
耕地 あり 757 85.9 702 66.0 
労働者数 
平均 2.5人未満 496 56.3 660 62.0 
平均 2.5人以上 385 43.7 404 38.0 
年間非就業 
1ヶ月以上 117 13.3 302 28.4 
2～3ヶ月 313 35.5 429 40.3 
4～6ヶ月 149 2.2 126 11.8 
6ヶ月以上 302 34.3 207 19.5 
技能 あり 402 45.6 663 62.3 
家計総所得 1万元未満 451 51.2 390 36.7 
73 
 
1～2万元 340 38.6 482 45.3 
2～3万元 80 9.1 140 13.2 
3～4万元 6 0.7 28 2.6 
4万元以上 4 0.5 24 2.3 
月当り希望所得 
600元未満 58 6.6 53 5.0 
600～800元 222 25.2 210 19.7 
800～1000元 294 33.4 304 28.6 
1000～1500元 205 23.3 280 26.3 
1500～2000元 62 7.0 105 9.9 
2000～2500元 16 1.8 41 3.9 
2500元以上 24 2.7 71 6.7 



















































          表3－4 四川省農村女性の就業選択の決定要因（Logitモデル） 
説明変数 回帰係数 有意水準 限界効果 
年齢ダミー1 -0.294 0.047   -0.067 
年齢ダミー3 -0.234 0.069 -0.052 
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年齢ダミー4 -0.263 0.320 -0.060 
学歴ダミー1 -0.356 0.319 -0.082 
学歴ダミー2 -0.142 0.276 -0.032 
学歴ダミー4 0.418 0.010   0.087 
学歴ダミー5 1.178 0.006   0.200 
学歴ダミー6 1.692 0.026   0.251 
既婚ダミー -0.639 0.008   -0.125 
子供数 -0.408 0.001   -0.090 
耕地ダミー -1.222 0.000   -0.235 
年間非就業ダミー1 0.446 0.002   0.093 
年間非就業ダミー3 -0.480 0.002   -0.111 
年間非就業ダミー4 -0.693 0.000   -0.171 
技能ダミー 0.385 0.000   0.085 
労働者数 -0.114 0.106 -0.025 
配偶者の出稼ぎの有無 0.288 0.007   0.063 
家計総所得ダミー2 0.451 0.000   0.098 
家計総所得ダミー3 0.652 0.000   0.129 
家計総所得ダミー4 1.794 0.000   0.257 
家計総所得ダミー5 1.605 0.008   0.241 
月当り希望所得ダミー2 -0.343 0.148 -0.078 
月当り希望所得ダミー3 -0.255 0.275 -0.057 
月当り希望所得ダミー4 -0.132 0.584 -0.029 
月当り希望所得ダミー5 -0.103 0.717 -0.023 
月当り希望所得ダミー6 0.176 0.653 0.038 
月当り希望所得ダミー7 0.205 0.548 0.044 
定数項 2.272 0.000 0.500 
log likelihood -1142.992 
サンプル数 1945 





































































































































































































































































































































































1978 30,638 2827   27,811 9.2   90.8 
1980 31,836 3000   28,836 9.4   90.6 
1985 37,065 6979   30,086 18.8   81.2 
1990 47,708 9265 113 1491 36,839 19.4 0.2 3.1 77.2 
 89 
 
1991 48,026 9609 116 1616 36,685 20.0 0.2 3.4 76.4 
1992 48,291 10,625 134 1728 35,804 22.0 0.3 3.6 74.1 
1993 48,546 12,345 187 2010 34,004 25.4 0.4 4.1 70.0 
1994 48,802 12,017 316 2551 33,918 24.6 0.6 5.2 69.5 
1995 49,025 12,862 471 3054 32,638 26.2 1.0 6.2 66.6 
1996 49,028 13,508 551 3308 31,661 27.6 1.1 6.7 64.6 
1997 49,039 13,050 600 3522 31,867 26.6 1.2 7.2 65.0 
1998 49,021 12,537 737 3855 31,892 25.6 1.5 7.9 65.1 
1999 48,982 12,704 969 3827 31,482 25.9 2.0 7.8 64.3 
2000 48,934 12,820 1139 2934 32,041 26.2 2.3 6.0 65.5 
2001 49,085 13,086 1187 2629 32,183 26.7 2.4 5.4 65.6 
2002 48,960 13,288 1411 2474 31,787 27.1 2.9 5.1 64.9 
2003 48,793 13,573 1754 2260 31,206 27.8 3.6 4.6 64.0 
2004 48,724 13,866 2024 2066 30,768 28.5 4.2 4.2 63.1 
2005 48,494 14,272 2366 2123 29,733 29.4 4.9 4.4 61.3 
2006 48,090 14,680 2632 2147 28,631 30.5 5.5 4.5 59.5 
2007 47,640 15,090 2672 2187 27,691 31.7 5.6 4.6 58.1 
2008 47,270 15,451 2780 2167 26,872 32.7 5.9 4.6 56.8 











































北京 339 140 137 45 17 41.4 40.3 13.2 5.1 
天津 192 131 7 6 47 68.3 3.8 3.2 24.7 
河北 2,944 1,220 152 151 1,422 41.4 5.2 5.1 48.3 
山西 1,082 383 53 66 581 35.4 4.9 6.1 53.7 
内モンゴル 703 267 16 24 395 38.0 2.3 3.5 56.2 
遼宁 1,181 712 97 107 265 60.3 8.2 9.1 22.4 
吉林 723 254 21 29 419 35.2 2.9 4.0 58.0 
黒龍江 978 196 37 54 691 20.0 3.8 5.6 70.6 
上海 206 277 237 14 -322 134.5 115.3 6.7 -156.5 
江蘇 2,668 1,994 512 117 44 74.7 19.2 4.4 1.7 
浙江 2,321 1,297 367 171 486 55.9 15.8 7.4 20.9 
安徽 3,053 668 105 79 2,201 21.9 3.4 2.6 72.1 
福建 1,375 836 60 65 415 60.8 4.3 4.7 30.2 
江西 1,724 483 127 88 1,026 28.0 7.4 5.1 59.5 
山東 3,991 1,653 262 241 1,835 41.4 6.6 6.0 46.0 
河南 4,882 1,144 107 176 3,454 23.4 2.2 3.6 70.8 
湖北 2,123 666 64 100 1,294 31.4 3.0 4.7 60.9 
湖南 3,092 1,062 73 62 1,895 34.3 2.4 2.0 61.3 
広東 3,366 1,500 133 198 1,535 44.6 4.0 5.9 45.6 
広西 2,341 437 72 92 1,740 18.7 3.1 3.9 74.3 
海南 282 37 5 5 235 13.0 1.6 1.9 83.5 
重慶 1,380 271 37 26 1,046 19.6 2.7 1.9 75.8 
四川 3,937 929 134 150 2,724 23.6 3.4 3.8 69.2 
貴州 2,031 308 24 42 1,658 15.1 1.2 2.1 81.6 
雲南 2,137 417 41 79 1,601 19.5 1.9 3.7 74.9 
チベット 119  1 4 114  1.0 3.2 95.8 
陜西 1,460 535 129 83 713 36.7 8.8 5.7 48.8 
甘粛 1,106 227 21 29 829 20.5 1.9 2.7 75.0 
青海 196 26 11 7 152 13.2 5.6 3.4 77.7 
宁夏 218 61 7 11 140 27.9 3.1 4.8 64.1 
新疆 450 109 16 22 304 24.1 3.4 4.8 67.6 











































 ｍ   ｒであり、逆に無業者については市場賃金が留保賃金を下回っているは





∠   の賃金率が与えられると就業した場合点 に位置するから、無業の時とこ
の雇用機会に就業する時では、同じ効用水準を得る。したがって、 ｍのように
これ以上の賃金率が提示されば、就業したほうが高い効用水準を得る。 ｒの低
い家計では、妻は就業を選択する。逆に∠   より低い賃金率が提示されたの







































































































    
雇用労働（839人） 自営業(225人） 
人数 割合 人数 割合 
年齢 
15～29歳 189 23% 29 13% 
30～39歳 392 47% 131 58% 
40～49歳 226 27% 55 24% 
50～55歳 32 4% 10 4% 
学歴 
非識字 16 2% 2 1% 
小卒 138 16% 46 20% 
中卒 472 56% 138 61% 
高卒 145 17% 31 14% 
中専学校卒 27 3% 5 2% 
大卒 41 5% 3 1% 
年間非就業 
1～2ヶ月の非就業時間 240 29% 62 28%  
2～3ヶ月の非就業時間 343 41% 86 38%  
3～5ヶ月の非就業時間 96 11% 30 13%  
5～6ヶ月の非就業時間 160 19% 47 21%  
子供数 
0人 58 7% 7 3%  
1人 686 82% 191 85%  
2人 87 10% 24 11%  
3人及び以上 6 1% 2 1%  
家計総所得 
年収 1万元未満 305 36% 85 38%  
年収 2万元未満 388 46% 94 42% 
年収 3万元未満 106 13% 34 15% 
年収 4万元未満 24 3% 4 2%  
年収 4万元以上 16 2% 8 4%  
技能がある女性 539 64% 124 55%  
既婚者 762 91% 209 93%  
耕地を持つ世帯 544 65% 158 70%  
配偶者が出稼ぎに行っている人 412 49% 85 38%  















た女性が近年益々多くなりつつある。下の図 4－1の通り  
図4－1 技能の種類別女性人数 
 

















調理 美容師 裁縫 農業 その他 




査を行った。表 4－4は、調査対象の年齢別教育水準を示している。  
表4－4 四川省の農村女性の年齢別教育水準 
（単位：％） 





15～29歳（218人） 0.0  8.7 47.7 25.2 7.8 10.6 
30～39歳（523人） 0.8 15.3 64.8 14.0  2.1 3.1 
40～49歳（281人） 3.2 22.4 55.2 16.0  1.4 1.8 

















1万元未満 30.4 42.2 
2万元未満 51.7 39.7 
3万元未満 14.5 12.0 
4万元未満 1.8 3.4 

























































説明変数 回帰係数 有意水準 限界効果 
年齢ダミー1 -0.653 0.007   -0.092 
年齢ダミー3 -0.363 0.068  -0.055 
年齢ダミー4 -0.213 0.608 -0.032 
学歴ダミー1 0.71 0.480  0.135 
学歴ダミー2 1.622 0.015   0.328 
学歴ダミー3 1.568 0.014   0.233 
学歴ダミー4 1.295 0.048   0.255 
学歴ダミー5 1.181 0.140  0.244 
耕地ダミー 0.205 0.239 0.032  
既婚ダミー 0.13 0.674 0.020  
子供数 -0.019 0.902 -0.003 
技能ダミー -0.231 0.170  -0.037 
労働者数 0.05 0.653 0.008 
配偶者の出稼ぎの有無 -0.525 0.002   -0.082 
年間非就業ダミー2 -0.004 0.984 -0.001 
年間非就業ダミー3 0.152 0.564 0.025 
年間非就業ダミー4 0.03 0.898 0.005 
家計総所得ダミー1 0.114 0.530  0.018 
家計総所得ダミー3 0.411 0.084  0.071 
家計総所得ダミー4 -0.401 0.480  -0.056 
家計総所得ダミー5 0.919 0.060  0.182 
定数項 -2.702 0.000   -0.428 
log likelihood 525.692 
サンプル数 1064 




























































































































































































































































































































































は 123 であり、中小企業は 3,300 で、自営業は 8,929 で、さらに、直接災害を




















































































 調査対象は合計 440 人で、平均年齢は 34.9 歳で、うち、男性 166 人、女性 274




































べて下に凹である。家計の労働力は、生産活動 A と B の間で分配される。図 5











図 5－1 生産活動に参加する場合の留保賃金 
 






動 B の限界生産物価値は生産活動 A より高く、家計は生産活動 B を選ぶことに
なる。生産活動 B による労働力の投入量は






右まで全て生産活動 A の下の位置においている。生産活動 C の限界生産物価値








































































































説明変数 類別 定義 
個人属性 
性別 男性=１、女性=０ 
年齢 周歳 連続データ 
ダミー変数 
民族 汉族=1、その他=0 
婚姻 1 未婚=1、その他=0 
婚姻 2 既婚=1、その他=0 
婚姻 3 離婚=1、その他=0 
婚姻 4 喪偶=1、その他=0 
教育程度 1 未識字=1、その他=0 
教育程度 2 小卒=1、その他=0 
教育程度 3 中卒=1、その他=0 
教育程度 4 高卒=1、その他=0 
教育程度 5 技術学校卒=1、その他=0 
教育程度 6 専門学校卒=1、その他=0 







地震前職種 3 第三次産業=1、その他=0 














     変数 有意水準 ｔ値 限界効果 
性別 -0.269 0.423 -0.015 
年齢 0.009 0.701 0.001 
民族 1.455 0.008   0.142 
未婚 -0.175 0.738 -0.010 
離婚 0.272 0.747 0.013 
喪偶 -0.235 0.733 -0.014 
未識字 18.276 0.999 0.082 
小卒 -1.266 0.012   -0.107 
高卒 -1.060 0.008   -0.072 
技術学校卒 -2.215 0.000   -0.281 
専門学校卒 -1.017 0.084 -0.082 
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大卒 -0.353 0.774 -0.022 
技能有無 0.018 0.970 0.001 
親と同居しているか否か -0.051 0.886 -0.007 
労働者数 0.428 0.015   0.051 
外出就業経験有無 1.468 0.000   0.118 
地震前就業職種 第一次産業 0.231 0.691 0.009 
地震前就業職種 第二次産業 -0.965 0.018   -0.067 





















































































































































                                                   
（注） 
１「民工荒」は農民出稼ぎ労働者不足の状況を表すための中国語の専用用語である。 
２ 資料出所：2010年 03月 20日 新京報。 
３ Lewis W.A.(1954)“Economic Development with Unlimited Supply of labour",The 
Manchester School of Economic and Social Studies 47(3),PP.139-191 を参照。 
４ データ出所：中国国家統計局 2009年。 
５ 朱農（2004）『中国労働力流動与「三農」問題』PP．244-247を参照。 
６ Sjaastad, Larry.A.(1962)“The Costs and Returns of Human Migration”,Journal of 
Political Economy,70(5)：PP.80-93を参照。  
７ Zhao,Yaohui(1997)“Labor Migration and Returns to Rural Education in 
China”,American Journal of Agricultural Economices,79(4)を参照。 
８ Bilsborrow，Richard E.,A.S.Oberai and Guy Standing(1984)Migration Surveys in Low 
Income Countries: Guidelines for Survey and Questionnaire Design,Croom Helm.
を参照。 
９ 内田治著（2011）『SPSSによるロジスティック回帰分析 』東京 : オーム社を参照。 
１０ Stark,Oded and David E.Bloom(1985) “The New Economics of Labor Migration”、The 




谢和平（2010）『中国力量』 四川大学出版社を参照。  
１２ Debraj Ray（1998）Development economics Princeton, N.J. : Princeton University  




















































を増やす一方である。2010年、中国の大卒者数は 2009年より 20 万人増えて
630万人となり、2010 年 7月 1日までの大卒者の就職率は 72.2％で 2009年同
































































 2010年の四川省の GDPは 17,185.48億元で，全国の第８位である。2011年
の GDPは 2兆 1,552億元で、2012年の地区総生産（GDP）は、2011 年比で 12.6%
増加し、2兆 3,850 億元（約 33兆 9972億円）に達した。GDPの内訳は、第 1
次産業が 2011年比 4.5%増の 3,297億元、第 2次産業が前年比 15.4%増の 1兆
2,588億元、第 3次産業が前年比 11.2%増の 7,965億元である。  















































  改定後 改定前 上昇率 
重慶市 1050元 870元 20.7% 
四川省 1050元 850元 23.5% 
甘粛省 980元 760元 28.9% 
陜西省 1000元 860元 16.3% 

































































































300 100 150 150 150 150 100 100 50 
回収
数 
251 76 100 115 145 93 56 62 24 
回収
率 


































































14.7% 5.3% 29.0% 12.2% 8.7% 7.5% 37.5% 56.5% 20.8% 
男（人） 20 2 24 3 12 0 5 10 0 





















































































表 6－4 第一次就職率と就職先に関する諸変数 







































成績 1=トップ 10% 
成績 2=11%-30% 
成績 3=31%-70% 



















  2、就職先の決定要因分析の時、9つの大学を 3種類に分類し、分析を行った 
  3、“211工程”と“985工程”の全国の重点大学：四川大学、西南財経大学、西南
交通大学を上位校と分類した 
  4、成都理工大学、西南民族大学西華大学は中位校と分類した。 








表 6－5 第一次就職率の決定要因 
説明変数 限界効果 ｔ値 有意確率 
大学別 2=西南財経大学 -0.115 7.979 0.005 
大学別 3=西南交通大学 0.100 4.634 0.031 
大学別 4=成都理工大学 -0.039 0.892 0.345 
大学別 5=西南民族大学 -0.082 5.824 0.016 
大学別 6=西華大学 -0.055 0.818 0.366 
大学別 7=四川師範大学 0.137 4.800 0.028 
大学別 8=四川教育学院 0.279 16.708 0.000 
大学別 9=成都医学院 -0.008 0.005 0.944 
ジェンダー 0.049 3.483 0.062 
専攻 2=理系 -0.047 1.739 0.187 
専攻 3=言語 -0.045 0.803 0.370 
専攻 4=医学 0.005 0.003 0.959 
成績 2=11%-30% 0.027 0.875 0.350 
成績 3=31%-70% 0.038 1.408 0.235 
成績 4=ラスト 30% -0.011 0.070 0.792 
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大学・学院の委員 0.082 5.762 0.016 
クラスの委員 0.078 8.586 0.003 
大学・学院とクラスの委
員同時に担当する 
0.054 0.704 0.402 
院生の入試を受ける状況 -0.088 9.614 0.002 
希望賃金 0.001 0.002 0.965 
希望勤務年数 2=1-2年 -0.045 1.196 0.274 
希望勤務年数 3=2-3年 -0.029 0.487 0.837 
希望勤務年数 4=3-4年 -0.010 0.042 0.837 
定数項 -1.712 10.854 0.001 
Log likelihood 784.775 
Hosmer and lemeshow 0.690 
サンプル数 1008人 





































求人数 求職者 求人倍率 
去年同時期と比べ
供給と需要の変化 
大学専門学校 848010 1090642 0.78 0.05 








































































を希望した者は 73 人でその割合は 7.24%、広東・深圳を選んだ者は 102人で
その割合は 10.12%である。東部沿海地域への就職希望者と中部大中都市部へ






























切片 -1.422 0.007   -1.628 0.004   -2.754 0.000   
希望賃金 0.000 0.000 1.000 0.000 0.000 1.000 0.000 0.029 1.000 
学校別=３ 0.788 0.018 2.199 0.923 0.005 2.516 0.623 0.132 1.865 
学校別=２ 0.136 0.553 1.146 0.047 0.841 1.048 0.461 0.102 1.586 
学校別=１ 0^𝑏     0^𝑏     0^𝑏     
ジェンダー
＝０ 
-0.199 0.349 0.82 -0.312 0.151 0.732 -0.015 0.955 0.985 
ジェンダー
＝１ 
0^𝑏     0^𝑏     0^𝑏     
専攻＝４ 0.534 0.190 1.705 -1.281 0.032 0.278 0.357 0.457 1.429 
専攻＝３ 0.480 0.055 1.616 -0.088 0.736 0.915 0.759 0.014 2.137 
専攻＝２ -0.198 0.470 0.820 -0.087 0.743 0.917 -0.287 0.369 0.750 
専攻＝１ 0^𝑏     0^𝑏     0^𝑏     
出身地 4=村 -1.047 0.001 0.351 -0.151 0.658 0.860 0.983 0.089 2.673 
出身地 3=県
・鎮 
0.159 0.611 1.172 0.565 0.109 1.759 1.403 0.018 4.069 
出身地 2=中
小都市 
-1.001 0.001 0.367 -0.155 0.648 0.917 1.090 0.057 2.974 
出身地 1=大
都市 
0^𝑏     0^𝑏     0^𝑏     
成績＝１ 0.446 0.195 1.562 0.230 0.506 1.258 0.006 0.988 1.006 
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成績＝２ 0.686 0.034 1.985 0.459 0.156 1.582 0.091 0.797 1.095 
成績＝３ 0.591 0.068 1.805 0.271 0.408 1.311 -0.068 0.848 0.935 
成績＝４ 0^𝑏     0^𝑏     0^𝑏     
大学・学院
の委員=1 
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   図 6－2 2011年中国地域別の平均月所得 
 
出所：中国統計年鑑 2012年を参照。 
図 6－2によると、北京などの大都市圈の平均月所得は約 4400 元で、東部
沿海地域は約 3,300 元、中部大中都市も約 3,200であり、西南地域より高い





学校別 3（下位校）は就職先 1（北京・上海・広東、深圳）ダミーと就職先 2
（東部沿海経済発展地域）ダミーにプラスの影響を与え、それぞれの Exp(B)
値は 2.199と 2.516 である。言い換えれば、就職先１の学校別 3 のオッズが
2.199となっている。これは、学校別 3（下位校）の大卒者のオッズは学校別
1上位校）の大卒者に比べて、北京・上海・広東、深圳に就職希望するオッズ


















































表 6－8 2001～2010 年中国東部、中部、西部地域の外資系企業投資の割合 
年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
東部
地域 
87.2 86.7 85.9 86.1 88.8 90.5 87.7 84.8 86.2 85.0 
中部
地域 
8.8 9.5 10.9 11.0 8.0 6.0 7.3 8.1 5.9 6.5 
西部
地域 
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（1）30岁以下□                     （2）30-40岁□    
（3）40-50岁□                      （4）50岁以上□ 
 
A2 您的文化程度 
（1）不识字□      （2）小学□               （3）初中□     






（1）未婚□—跳答 A7             （2）已婚□     







（1）0个□     （2） 1个□       （3）2个□     （4）3个或以上□ 
 
A6 您的孩子多大？ 
（1）14周岁以下□             （2）14—18周岁□    
（3）18-25周岁□              （4）25周岁以上□ 
 
A7 您的孩子是中小学学生吗？如果是，请选择 
（1）走读生（吃住在家）□     （2）寄宿制学生（吃住在学校）□ 
 
A8 您目前的身份是 
（1）征地农转非（居民）□                        （2）农民□   
 
A9 如果是征地农转非居民，您购买了哪些社会保险？ 
（1）基本医疗保险□     （2）基本养老保险□    （3）其他商业保险□   （4）
未买保险□ 
 
A10  如果您是农民，您是： 
（1）纯农民（只种田）□             （2）种田为主，打工为辅□    
（3）打工为主，种田为辅□            （4）完全不种田□ 
 
A11 一年中，您的空闲时间在 
（1）一个月以上□       （2）  2-3个月□      
（3） 4-6个月□       （4）6个月以上□ 
 
A12 您接受过社区（或乡镇）举办的劳动培训吗 
（1）接受过□        （2）没有□ 
 
A13 您如果接受过劳动培训，培训内容是（可多选） 
（1）家政服□      （2）烹饪餐饮□       （3）美容美发□   
（4）缝纫加工□  （5）农业技术□      （6）其他□ 
 
A14 您曾经在外面打过工吗？选择（1），请回答 A15。 
（1）打过□     （2）没有□ 
 
A15 您为什么不在外面打工了？ 
（1）照顾孩子□   （2）工作不好找□   （3）工作条件艰苦□    









（4）5人□   （5）6人及以上□ 
 
B2 您家里有孩子父母不在家的儿童吗？如果有，请回答 G部分的所有问题！ 
（1）有□       （2）没有□ 
 
B3 您家劳动力人口数（男 16－60岁，女 16－55岁）：__________ 
 
B4 您家住在： 
（1）场镇□         （2） 中心村（新农村）□   
（3）定居点□        （4） 其他□ 
 
B5 您家耕地是否出租或征用？ 
（1 ）是□     （2）否□ 
 





（1） 有□       （2）  没有□ 
 
B8 如果有，他的年收入在： 
（1） 3000元以下 □      （2） 3000—5000元□   
（3） 5000—7000元 □   （4）7000元以上□ 
 
B9 您家家庭总收入在 
（1）1万元以下□      （2）1—2万元□      
（3）2—3万元□        （4）3-4万元□ （5）4万元以上□ 
 
B10 您家年收入来源 
(1) 家人打工□      (2) 房租收入□     (3) 农业收入□      
(4) 单位（或村社）补贴□      (5) 退休金□    (6) 社保（低保）□   
 
B11 您家的年均现金支出 
(1)5000元以下□      (2) 5000—10000元□     




（1） 做家务活和干农活□—跳答Ｃ10－Ｃ１4  （2）  在工厂（私营业主处）
上班□    （3） 个体劳动者□    （4） 私营企业主□     （5） 钟点工保







（1）300元以下□   （2）300—600元□   （3）600-800元□     
（4）800-1000元□   （5）1000元以上□   （6）没有稳定收入□ 
 
C3 您的年收入占家庭总收入的 
（1）10%以下□     （2）10%-30% □  （3）30%-50%□  （4）50%以上□ 
 
C4 您对现在的工资水平满意吗？ 
（1）非常满意□  （2）较满意□  （3）满意□   （4）不满意□ 
 
C5 在您的工作中，您认为最不合理的是什么？ 
（1）工资太低□  （2）同工不同酬□   （3）工作环境太恶劣□     
（4）缺乏劳动保障□  （5）不被尊重□   （6）不能按时拿工资□   
（7）工资被克扣□   （8）其他□ 
 
C6您工作地点距离您家 
（1）0公里（在家劳动）□  （2）0-3公里□      
（3）3-5公里□     （4）5公里以外□ 
C7 您工作地点在： 
（1）本村□   （2）本乡（镇）□   （3）县内乡（镇）外□     
（4）（成都）市内县外□  （5）（成都）市外省内□    （6）省外□ 
 
C8 您对您目前的工作满意吗？ 





(1) 家庭原因 □     (2) 个人原因□    
(3)  社区原因 □   (4) 社会原因□    
 
C11 家庭原因是（最多选 2项） 
(1)  孩子小，需要照顾□    (2) 家有老人或病人，需要照顾□     
(3) 还要耕种部分农地□    (4)  家庭经济条件好□   (5)  家人反对□  
 
C12 个人原因是（可多选） 
（1）身体不好□     （2）年龄受限□      （3）专业技能缺乏或偏低□     
（4）不愿意就业□    （5）很难适应新环境□ 
 
C13 社区原因（可多选） 
（1）社区无外出打工的习惯□   （2） 没有门路□        
（3）缺乏就业信息□  （4）缺乏就业机会□       （5）其他□ 
 





（1）工资待遇低□  （2）劳动福利无保障□   （3）就业岗位流动性大□  






（1）当家庭主妇（呆在家里）□   （2）农民□    （3）个体经营者□    
（4）技术工人□     （5）管理干部□   （6）服务员□     
（7）企业家□   （8）其他□ 
 
D2 您最喜欢的工作地点是 
（1）在家或本社区（村组）□   （2）本县范围内□    
（3）成都市范围内□    （4）沿海发达地区和大城市□   （5）无所谓□ 
 
D3 您最喜欢的工作形式是 
（1）单位就业 □      （２）外出打工□     （３）灵活就业□   
 
D4 您选择单位就业的主要原因是 
（1）工作稳定，待遇好□   （2）工作相对体面□    
（3）向往单位生活□   （４）其他□ 
 
D5 您选择外出打工的原因是 
（1）获得更高收入□   （2）外出见世面□   （3）受别人影响□    
（4）本地没有工作机会□    （5）其他□ 
 
D6 您选择灵活就业的原因是 
（1）可以充分发挥自己的才智□    （2）可以很好地照顾家庭 □  
（3）本地岗位多□    （4）时间很自由□    （５）其他□ 
 
D7 您最期望的月收入是 
（1）580元左右□     （2）600—800元□    （3）800—1000元□     （4）




（1）自寻就业岗位□    （2）政府帮助解决□   （3）社区（村社）解决□  （４）
亲友帮助□   （５）自主创业□ 
 
D9 选择工作岗位时，您最关心 
（1）工资水平及福利□   （2）工作地点□     （3）单位类型和规模□    （4）







（1）较好的劳动环境□    （2）工伤保险□    （3）基本医疗保险□    





（1）非常重要□   （2） 重要□  （3）不太重要□   （4） 不重要□ 
 
E2 您认为，影响您找工作的主要原因是什么 
（1）没有文化或技术 □  （2）没有门路□    
（3） 女性□    （4）其他□ 
 
E3 如果要实现您的就业愿望，您最需要的扶持是 
（1）技术培训 □   （2）创业资金□   （３）用工信息服务□ 
（4）提供创业场所□    （5）法律法规和政策咨询□   （6）其他□ 
 
E4 您知道，政府（或社区）在促进农村妇女工作方面提供了哪些服务？ 
（1）培训□    （2）介绍工作岗位□    
（3）妇女救助行动 □ （4）其他□  
 
E5 您对政府在解决妇女就业方面的做法满意吗？ 
（1）非常满意□  （2）较满意□   （3）满意□    
（4）不满意□  （5）非常不满意□ 
 
E6 您认为，政府在帮助妇女就业方面，还需要在哪些方面加强？ 
（1）提高工资待遇□     （2）维护劳动者合法权益□     
（3）搭建就业平台□    （4）提供就业岗位□    （4）培训□ 
 
E7 如果你已经就业，你最担心哪些权益被侵害? 
1.克扣拖欠工资 □      2.不签合同□    3.劳动安全没保障 □ 
4.工作时间严重超时□    5.人格侮辱□ 
 
E8 你在农业生产中最希望得到什么帮助? 
1.技术培训 □     2.加入合作社□      3.产品营销□   
4.资金□          5.项目□ 
 
E9 如果政府提供培训，您最愿意接受的培训是 
（１）种养业技术□  （２）实用技能□   
（３）服务技能□   （４）家庭管理□  （５）其他□ 
 
E10 您最需要的培训形式是 






















（1）很容易 □ （2）比较容易 □ （3）一般 □  
（4）比较难□  （5）很难□ 
 
F2 您村（或社区）有外来打工人员吗？  
（1）有□   （2）没有□ 
 
F3 如果有，他们主要做什么？ 
（1）工厂上班□  （2）种地□    （3）建筑□    （4）其他□ 
 
F4 您认为， 本村（社区）能够给妇女提供的工作机会是 
（1）农业季节工□    （2）餐饮旅游服务□  （3）工厂上班□   
（4）商业零售 □ （5）手工编织 □   （6）其他，请列出______ 
 
F5 您认为，本社区（村组）最具有潜力的行业是 
（1）农业□    （2）手工业□    （3）旅游业 □    
（4）工业 □  （5）餐饮业□  （6）其他□ 
 
F6 您认为，在解决妇女就业等方面，本社区（村）应重点发展 





（1）祖母或外祖母□      （2）亲戚□       







（1）很好□      （2）一般□      （3）不太好，经常生病□ 
 
G3在您生病时，谁来照顾孩子？ 
（1）家里人□       （2）自己□        （3）没有人照顾□ 
 
G4孩子父母一月给您多少钱？ 
（1）很少，过年过节才给□      （2）50元以下□     （3）50-80元□    
（4）80-100元□   （5）100元以上□ 
 
G5这些钱够孩子的生活费吗？ 
（1）足够了□    （2）基本够□      （3）不够，自己还要贴补一点□ 
 
G6 孩子父母平时常多久才回一次家？ 
（1）一月一次□       （2）三月一次□     （3）半年一次□      （4）一
年一次□    （5）其他□ 
 
G7孩子父母平时与孩子怎么联系的？ 
（1）打电话□       （2）写信□       （3）上网□      （4）其他□ 
 
G8孩子与您生活在一起，您最大的担心是什么？ 
（1）学习□     （2）假期安全□     （3）孩子生病□      （4）被坏人欺
负□     （5）其他，请列出_____ 
 
G9如果孩子的父母有能力把孩子带走，您同意吗？ 
（1）同意□    （2）不同意□ 
 
G10 如果不同意，为什么？ 
（1）与孩子感情很深□      （2）自己也需要孩子的照顾□     （3）不愿意
失去孩子□      （4）农村有利于孩子的成长□ 
 
G11 您认为，照顾孩子最大的困难是什么？ 
（1）不好管□      （2）孩子的父母不给生活费□     （3）孩子的父母不理
解□     （4）其他□ 
 
G12 如果孩子平时不听话，您怎么办？ 
（１）打孩子□     （２）不给零花钱□     
（３）不准玩□   （４）其他办法□ 
 
G13 孩子平时帮您干活吗？如果选择（1），请回答 G 
（1）做□     （2）不做□ 
 
G14 孩子平时都做哪些活？ 








（１）有□     （２）没有□ 
 
G16 如果有，主要提供哪些服务？ 
（１）接送孩子上学□    （２）假期组织孩子一块玩□     
（３）免费为孩子提供兴趣班□    （４）其他□ 
 
G17 您愿意把孩子放到服务站吗？ 
（１）愿意□      （２）不愿意□ 
 
G18 您估计，您们村（社区）内父母外出打工、由亲戚照顾的孩子占多大比例？ 


















——————————————————-   
 
被调查者姓名： 
                                   被调查者联系方式： 
问卷回答完毕。再次感谢您参与我们的调查！ 
   调查员：_________ 
     调查地点：_________ 














1. 您的户口所在地   四川省（     ）市（     ）县 （       ）镇 
2. 您的家是否属于地震灾区 a，是 □  b，不是 □ 
3. 性别  a，男 □   b，女 □ 
4. 您的年龄（     ） 
5. 您是哪个民族（      ）  
6. 您的婚姻状况 
a) 未婚 □ 
b) 已婚 □ 
c) 离异 □ 
d) 丧偶 □ 
7. 您目前在农村是否拥有耕地 a，有 □  b，没有 □ 
8. 您的文化程度 
a) 不识字 □ 
b) 小学 □ 
c) 中学 □ 
d) 高中 □ 
e) 技校 □ 
f) 大专 □ 
g) 大学或者以上 □ 
9. 您是否取得技能资格证  a，没有 □ 
                      b，有----如果有，是何种技能资格（              ）、 
10. 您目前是否与父母同住 a，是 □  b，不是 □ 
11. 您有几个小孩？ 
a) 0 个 □ 
b) 1 个 □ 
c) 2 个 □ 
d) 3 个 □ 
e) 4 个或以上 □ 
12. 您的小孩的年龄(                      ) 
13. 您的小孩目前是否也在灾区？a，是 □ b，不是 □ 
14. 您的小孩目前就读于： 
a) 幼儿园 □ 
b) 小学 □ 
c) 中学 □ 





e) 大学 □ 
f) 其他（                 ） （请具体说明） 
 家庭情况 
1. 您家共有劳动力（16 岁—60 岁）多少人（   ） 
2. 在 5.12 地震中您家有何种损失？（本题可多选） 
a) 人口伤亡 □ 
b) 房屋被损 □ 
c) 因地震而失去生活来源 □ 
d) 其他（                ）（请具体说明） 
3. 5.12 地震发生前，您家的年总收入（              ）（大概数字） 
4. 地震发生前 2007 年，您家的主要收入来源（本题可多选） 
a) 务农 □ 
b) 打工 □ 
c) 社会低保 □ 
d) 其他（                ）（请具体说明） 
5. 地震发生前 2007 年，您家的年度日常开支的主要项目是：（本题可多选） 
a) 供奉老人 □ 
b) 子女教育 □ 
c) 就医 □ 
d) 吃穿用 □ 
e) 娱乐生活 □ 
f) 其他（                ）（请具体说明） 
6. 5.12 地震发生以后（2008 年到目前）您家的年度总收入（        ）（大概数字） 
7. 地震后（2008 年到目前），您家的主要收入来源（本题可多选） 
a) 务农 □ 
b) 打工 □ 
c) 社会低保 □ 
d) 政府地震救助 （请具体说明是何种补助） 
i. 生活补助 □ 
ii. 房屋重建补助 □ 
e) 其他（                ）（请具体说明） 
8. 地震后（2008 年到目前），您家的年度日常开支的主要项目是：（本题可多选） 
a) 子女教育 □ 
b) 供奉老人 □ 
c) 就医 □ 
d) 吃穿用 □ 
e) 灾后房屋重建 □ 
f) 为了家庭收入的增加进行小型投资 □ 
g) 其他（                ）（请具体说明） 
 以下的问题，请有配偶的人员作答 
9. 您配偶的年龄（          ） 
10. 您配偶的文化程度 
a) 不识字 □ 





c) 中学 □ 
d) 高中 □ 
e) 技校 □ 
f) 大专 □ 
g) 大学或以上 
11. 地震前您的配偶是否打工 a，没有 □  b，有 □ 
12. 地震前您的配偶打工是在什么地方打工？  
a) 当地 
i. 县内 □ 
ii. 县外市内 □  
iii. 市外省内 □ 
b) 外地 
i. 省外 □ 
ii. 海外 □ 
13. 地震前您是否和你的配偶在同一地打工？a，是 □  b，不是 □ 
14. 目前您的配偶是否还在地震前的工作地方打工生活？a，是 □  b，不是 □ 
15. 那么您的配偶目前是否回灾区工作生活？a，是 □  b，不是 □ 
16. 您的配偶不回灾区的主要原因是（本题可多选） 
a) 工作问题 
i. 劳动合同未到期，违约 □ 
ii. 之前工作未完成 □ 
iii. 其他（    ）（请具体回答） 
b) 没有回灾区的必要 □ 
c) 小孩需照顾 □ 
d) 自身的身体健康不良 □ 
e) 其他（           ）（请具体回答） 
 就业情况 
1. 5.12 地震之前，您是否有过打工 a，有 □ b，没有 □ 
2. 如果 1 选择 a 选项，那您是在什么地方打工？ 
a) 当地 
i. 县内 □ 
ii. 县外市内 □ 
iii. 市外省内 □ 
b) 外地 
i. 省外 □ 
ii. 海外 □ 
3. 地震前您打工的主要内容是什么？ 
a) 第一产业，农林渔业 □ 
b) 第二产业，工业  （ 机械、制造、交通、运输）□ 
c) 第三产业，服务行业 （宾馆、饭店、旅游、其它）□ 
d) 其他（                 ）（请具体说明） 
4. 如果 1 选择 a 选项打工是通过什么渠道找到就业打工机会的？ 
a) 政府组织 □ 





c) 朋友或者亲戚介绍 □ 
d) 自己寻找 □ 
5. 地震前的打工，您每月的收入是（          ） 
6. 地震前打工的工作单位是否为您加入各种保险？a，有 □  b，没有 □ 
7. 地震前打工时，您是否自己为自己加入了各种保险？a，有 □  b，没有 □ 
8. 地震前打工时，您花费了大概多少成本费用（请填具体数字） 
a) 中介费（       ）元 
b) 路费（        ）元 
c) 住宿费（         ）元 
d) 其他费用（         ）元 
9. 地震前打工时，决定您打工的主要原因是？ 
a) 增加家庭收入 □ 
b) 寻找发展机会 □ 
c) 为了子女教育 □ 
d) 其他（                  ）（请具体说明） 
10. 目前您是否在灾区工作？a，是 □  b，不是 □ 





e) 其他（                ）（请具体说明） 
12. 如果 10 题选择 b，那么您在未来短时期内是否有在灾区工作的打算？ 
a) 有  □ 
b) 没有  □ 
13. 如果 12 题选择 b，您是否有外出工作的打算？a 有 □ b，没有 □ 
14. 如果有外出工作的想法，您打算从事什么样的工作？ 
a) 务农 □ 
b) 外出打工 □ 
c) 做生意 □ 
d) 其他（                 ）（请具体说明） 
15. 您会选在到什么地方打工？ 
a) 当地 
i. 县内 □ 
ii. 县外市内 □  
iii. 市外省内 □ 
b) 外地 
i. 省外 □ 
ii. 海外 □ 
 以下问题请第 10题选择 a选项的作答 
16. 对于您目前在灾区的工作，您满意吗？a，满意 □  b，不满意 □ 
17. 如果第 16 题选择 b，那么您是不满意哪些方面（本题可多选） 
a) 收入 □ 





c) 工作环境 □ 
d) 工作内容 □ 
e) 其他（                  ）（请具体说明） 
18. 您目前在灾区从事什么样的工作？ 
a) 在工厂工作 □ 
b) 从事建筑 □ 
c) 手工小作坊 □ 
d) 服务行业 □ 
e) 其他（                 ）（请具体说明） 
19. 地震重建过后，您是否还会继续留在灾区工作？ 
a) 会 □ 
b) 不会 □ 
c) 看情况 □ 
d) 其他（              ）（请具体说明） 
20. 如果 19 题选择 b 或者 c 选项，那么您打算今后到什么地方打工？ 
a) 当地 
i. 县内 □ 
ii. 县外市内 □ 
iii. 市外省内 □ 
b) 外地 
i. 省外 □ 
ii. 海外 □ 
21. 为什么地震后，您会选择在灾区工作？ 
a) 地震后重建家园 □ 
b) 地震后需照顾家庭 □ 
c) 为了领取地震补助金□  
d) 目前在灾区就业也能获得不错收入 □ 
e) 目前灾区的就业政策利于就业 □ 
f) 其他（                   ）（请具体说明） 
22. 目前这份在灾区的工作是通过什么途径找到的？ 
a) 政府或者职介机构介绍 □ 
b) 亲朋好友介绍 □ 
c) 自己寻找 □ 
d) 其他（                  ）（请具体说明） 
23. 您目前的每月的收入是（              ） 
24. 您对现在的工资收入感到满意吗？a，满意 □  b，不满意 □ 
25. 您现在的单位是否为您购买了保险？a，有 □  b，没有 □ 
26. 如果 25 选择 a，都购买了哪些保险？（本题可多选） 
e) 工伤保险 □ 
f) 医疗保险 □ 
g) 生育保险 □ 
h) 养老保险 □ 







专业:          学年:            性别:            民族: 
家庭所在地(省市镇村为止) 
您认为目前大学生就业的形势怎样？ A 十分严峻 B 有点严峻 C 一般 D 不了解 





 年龄:               
 工作情况 在职(    )  单位: 




 工作情况: 在职(   )  单位: 







































    5,您求职要求的工资底线(                   ) 




D) 愿意放弃专业, 因为(                               ) 
    7,您希望多大岁数功成名就: 





E) 合同期内(         ) 
F) 尽量稳定下去 











   10, 您一般通过哪些途径获取招聘信息？  
A 学校招聘会  
B 互联网  





A 招聘会信息不充分  
B对就业政策不了解  
C 缺乏求职技巧  
D难以对自己准确定位  
E 用人单位存在学历“高消费”  
F 用人单位存在性别歧视  
G 其它 
   13,您已经有意向单位了吗?( 有, 没有) 




     
 
 
